
 
中 瀬 生 徒 憲 章   

私たちは、中瀬中生徒会の一員であることを自覚し、私たちとこれからの時代の後輩のために、

生徒主体の中瀬中を作っていくことを決意し、理想の生徒像「向き合い、認め合い、考えて、
輝け！」を目指して努力し続けることを、ここに宣言し、この中瀬生徒憲章を確定する。  

自分自身を見つめ、他人と向き合う。相手に関心をもち、知る努力をすることで、互いの個性を

尊重し、認め合っていく。自治を行うため、生徒全員で話し合って決めたルールについて、その意

義に向き合い、守ることを確認する。またそのルールは、中瀬中の理想の実現を目指すものであ

り、少ないルールの中で生徒がよく考え自己判断して行動できるのが中瀬中の自由だと信ずる。  

私たちは、どんな中瀬中でありたいのか、そのためにはどんな行動をとるべきなのかを深く考

えていく。中瀬中は、全員が自らの意志によって個性を発揮することで、初めて学校全体で輝く

のであって、誰かが犠牲になってはならない。私たちは、自分の行い、考えを発信していくこと

により、生徒同士で互いに高めあっていける、和の中の自立を目指す。   

私たちは、自分達のことのみに専念してはならない。地域の関わりの中で、中瀬中がどう見ら

れているのかを考える必要がある。あってよかったと思われる中瀬、礼儀正しい中瀬を継承して

いく責務があると信ずる。  

私たちの価値を決めるのは、能力でも性格でもなく、まして経済力や容姿ではない。私たちは、

自分と違う人や文化を認め、そこから学び、自分の苦手なことや課題に勇気をもって挑戦してい

く。そんな姿勢でお互いを尊敬しあえる中瀬中、そして社会をみんなで目指していく。  

中瀬生は、私たちの中瀬中学校を誇るために、全力をあげてこの理想を達成することを誓う。 

令和 3 年（2021 年）11 月 15 日 生徒総会で採択 

 
 
 
 
 
 
 
      

一 陽 来 復  
校長 香西 雅斗 

 夜が一番長い冬至を過ぎ、陽が戻ってくる季節になりました。コロナ禍が終息する暖かな

春が来ることを願っています。 
 今年は 3 年生を中心に、中瀬中生が目指す『理想の生徒像』（通信 No416）と、それに基づい

て『タブレット使用の指針～それは中瀬中生として誇れる行動ですか？～』（通信 No417）を全校生徒

で決めました。2 学期には生徒の手で「これからの中瀬中にふさわしいのは制服か私服か」（通

信 No420）のグループワークを行い、標準服検討の大まかな方向性が明示されました。 
その集大成として、11 月 15 日の生徒総会で生徒会役員が考えた『中瀬生徒憲章』が提案さ

れ、98％以上の賛成で承認されました。西山生徒会長は、承認後に全校生徒に向け 
「私たちで定めた理想の生徒像をもとに、中瀬生徒憲章を作りました。これ以降、学校生活の

ルールや中瀬生の生徒会活動などは、いつもこれに基づいて考えていくよう 未来に向け

引き継いでいってください。」 と話しました。以下に憲章を紹介します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

                           令和 3 年 12 月 24 日 発行 

【教育目標】 
【知】自ら学び、考え、進んで行動する人 
【徳】互いを尊重し、協力する人 
【体】心身ともにたくましく健康な人 
     杉並区立中瀬中学校 
下井草４－３－２９ ℡３３９９-２１９６   
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